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究
協
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報
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十
一
月
二
十
五
・
二
十
六
日
の
木
・
金
、

岐
阜
県
メ
モ
リ
ア
ル
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、

逗
子
市
か
ら
は
、
昨
年
同
様
に
酒
井
会
長
、

常
任
委
員
の
有
志
と
し
て
、
平
副
会
長
・
山

上
委
員
・
相
川
の
四
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

メ
モ
リ
ア
ル
セ
ン
タ
ー
は
、
斉
藤
道
三
・

織
田
信
長
で
有
名
な
岐
阜
城
の
麓
に
位
置
し
、

陸
上
競
技
場
、
野
球
場
、
体
育
館
、
武
道
館

な
ど
が
あ
る
、
広

い
総
合
運
動
公
園

で
す
。 

 

研
究
協
議
会
は
、

各
種
表
彰
の
あ
と
、

基
調
講
演
と
し
て

福
島
大
学
教
授
白

石
豊
氏
の
「
体
育

指
導
の
勘
ど
こ
ろ

～
そ
の
技
と
心
～
」

の
講
演
が
あ
り
、

結
果
よ
り
も
経
過

を
重
視
す
る
こ
と

が
重
要
と
の
話
が

あ
り
ま
し
た
。 

 

二
日
目
の
分
科

会
に
は
、
第
一
分

科
会
「
育
て
よ
う

総

合

型

地

域

ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」

に
酒
井
会
長
と
相
川
が
、
第
三
分
科
会
「
充

た
そ
う
、
住
民
の
ス
ポ
ー
ツ
ニ
ー
ズ
」
に
平

副
会
長
・
山
上
委
員
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

帰
り
は
、

新
穂
高
温

泉
、
ロ
ー

プ
ウ
ェ
イ

で
西
穂
高

口
ま
で
上

り
、
冠
雪

し
た
北
ア

ル
プ
ス
を

堪
能
し
て

松
本
経
由

で
帰
途
に

つ
き
ま
し

た
。 

 
 
 
 
 
 

（
池
子 

 

相
川 
時
雄
） 

 

体
指
関
東
大
会 

 

六
月
四
日
・
五
日
の
金
・
土
、
熊
谷
ス
ポ
ー

ツ
文
化
公
園
「
彩
の
国
く
ま
が
や
ド
ー
ム
」

に
於
い
て
、
体
指
関
東
大
会
が
開
催
さ
れ
、

酒
井
会
長
、
平
副
会
長
、
山
上
委
員
が
参
加

し
ま
し
た
。 

 

初
日
に
は
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
逗
子
で
は

平
副
会
長
が
長
年
の
功
績
に
よ
り
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
日
本
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会

常
務
理
事
（
元
全
日
本
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

監
督
）
の
宇
津
木
妙
子
氏
に
よ
る
「
夢
と
人

生
」
と
題
し
た
基
調
講
演
や
、
池
上
獅
子
舞

保
存
会
の
獅
子
舞
と
本
庄
第
一
高
等
学
校
の

吹
奏
楽
部
及
び
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部
に
よ

る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。 

 

二
日
目
の
分
科
会
（
テ
ー
マ
は
め
ざ
せ
体

力
向
上
）
に
酒
井
会
長
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

 

《 

受
賞
者
感
想 

》 

 

表
彰
に
つ
い
て
は
、
微
力
の
私
に
と
思
い

ま
し
た
が
関
係
者
皆
様
の
ご
支
援
あ
っ
て
の

事
と
考
え
喜
ん
で
お
受
け
し
ま
し
た
。 

 

講
演
を
拝
聴
し
、
以
前
テ
レ
ビ
で
宇
津
木

さ
ん
の｢

マ
シ
ン
ガ
ン
ノ
ッ
ク｣

を
見
て
以
来
、

驚
き
と
尊
敬
の
念
を
持
ち
続
け
て
い
ま
し
た

が
、
選
手
達
に
対
し
て
は
厳
し
い
中
に
も
愛

情
深
く
接
し
て
お
ら
れ
た
感
を
一
層
深
め
ま

し
た
。 

 
当
日
は
非
常
に
有
意
義
な
一
日
で
、
満
足

し
て
帰
途
に
つ
き
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

（
逗
子 

 

平 

芳
子
）

 

県
体
指
大
会 

二
月
十
一
日
（
祝
） 

 

あ
い
に
く
の
雪
が
降
る
な
か
、
横
浜
関
内

ホ
ー
ル
で
神
奈
川
県
体
育
指
導
委
員
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

会
場
で
は
横
浜
市
内
で
活
動
し
て
い
る
吹

奏
楽
団
「
ホ
ル
ツ
・
ブ
ラ
ス
・
カ
ペ
ー
レ
」

が
、
歌
謡
曲
・
映
画
音
楽
な
ど
身
近
な
曲
で

出
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
素
晴
ら
し
い

演
奏
に
、
ア
ン
コ
ー
ル
の
拍
手
。
開
会
式
を

遅
ら
せ
る
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
あ
り
ま
し
た
。 

 

功
労
者
表
彰
に
は
県
下
か
ら
総
勢
２
５
２

名
の
方
が
表
彰
さ
れ
、名
前
が
呼
ば
れ
る
と
、

同
じ
地
域
の
方
達
か
ら
、
拍
手
や
お
祝
い
の

掛
け
声
が
飛
び
交
う
和
や
か
な
表
彰
式
で
、

逗
子
か
ら
は
、
池
子
地
区
の
中
村
正
喜
委
員

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

 

講
演
会
に
は
猪
谷
千
春
氏
か
ら
「
わ
が
ス

ポ
ー
ツ
人
生
」
と
題
し
た
話
が
あ
り
、
留
学

時
代
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
時
、
社
会
人
な
っ

て
か
ら
と
、
ど
う
目
標
を
立
て
行
動
し
て
き

た
か
な
ど
興
味
深
い
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
心
配
さ
れ
た
雪
の
影
響
も
無
く
帰

路
に
つ
き
ま
し
た
。 

            

天候にも恵まれ、有意義な協議会への参加でした 

受賞者一同と壇

上で記念撮影 

中村委員 おめでとう

ございます 

祝
（財)

逗
子
市
体
育
協
会
創
立
六
十
周
年 

埼
玉
県
の
マ
ス
コ
ッ
ト
「コ
バ

ト
ン
」も
大
会
に
参
加 

猪谷千春氏はスラ

イドを使って解り易く

お話し下さいました 
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健
康
祭
り
市
民
運
動
会 

所
感 

  

五
月
十
六
日
（
日
）
に
行
わ
れ
た
第
五
十

五
回
健
康
ま
つ
り
市
民
運
動
会
は
昨
年
と
は

違
っ
て
多
少
風
が
出
た
も
の
の
好
天
に
恵
ま

れ
大
勢
の
参
加
者
の
も
と
大
過
な
く
無
事
終

え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

 

そ
の
な
か
、
用
具
係
を
担
当
し
て
い
て
感

じ
た
事
を
反
省
も
含
め
書
い
て
み
ま
す
。 

 

一
つ
は
ア
リ
ー
ナ
か
ら
借
用
す
る
大
量
の

用
具
類
を
運
び
出
す
時
、
早
く
運
び
出
す
方

が
少
し
優
先
さ
れ
中
身
を
充
分
確
認
せ
ず
に

運
び
出
し
て
し
ま
い
、
不
足
す
る
も
の
が
出

た
り
し
て
、
競
技
に
支
障
は
無
か
っ
た
も
の

の
皆
さ
ん
に
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

 

忙
し
い
朝
に
、
数
の
確
認
、
搬
出
は
複
数

の
人
が
同
時
に
動
い
て
い
る
為
厳
し
く
、
前

日
に
運
び
出
す
物
を
分
け
て
置
く
等
の
一
考

が
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

又
、
用
具
係
は
各
競
技
で
使
う
用
具
を
素

早
く
並
べ
て
ス
タ
ー
ト
を
遅
ら
せ
な
い
様
に

フ
ィ
ー
ル
ド
内
を
駆
け
回
り
、
待
機
場
所
は 

 

日
陰
の
無
い
所
で
晴
天
時
は
真
っ
赤
に
日
焼

け
を
し
、
重
い
綱
引
き
の
綱
の
出
し
入
れ
な

ど
重
労
働
も
有
っ
て
大
変
な
役
で
す
が
、
子

ど
も
会
の
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
の
中
学
生
２

人
が
大
人
の
中
に
ま
じ
っ
て
よ
く
お
手
伝
い

し
て
く
れ
ま
し
た
。
お
礼
を
言
い
た
い
と
思

い
ま
す
。 

 
 

（
逗
子 

 

岩
下 

晃
） 

 

実
技
研
修
会 

六
月
十
九
日(

土)  

 

救
急
法
研
修
会
に
参
加
し
て 

 

二
ヶ
月
前
の
事
で
す
。
ラ
ー
メ
ン
店
の
カ

ウ
ン
タ
ー
で
ラ
ー
メ
ン
を
食
べ
て
い
ま
し
た
。

突
然
「
バ
タ
ン
」
と
大
き
な
音
が
し
て
三
人

置
い
て
腰
掛
け
て
い
た
男
性
が
床
に
仰
向
け

に
倒
れ
た
の
で
す
。
一
瞬
の
出
来
事
に
周
り

の
人
達
は
動
か
な
い
そ
の
男
性
を
見
て
い
ま

し
た
。
偶
然
居
合
わ
せ
た
看
護
師
（
後
で
わ

か
っ
た
）
が
「
大
丈
夫
で
す
か
？
」
と
言
い

な
が
ら
大
き
な
体
を
横
に
向
か
せ
救
急
隊
員

を
待
ち
ま
し
た
。
幸
い
救
急
隊
員
が
来
る
と

同
時
に
意
識
が
戻
っ
た
よ
う
で
し
た
。
そ
ん

な
出
来
事
の
後
に
救
急
法
講
習
会
の
通
知
が

来
た
の
で
喜
ん
で
参
加
し
ま
し
た
。 

 

講
習
は
心
肺
蘇
生
法
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方

で
し
た
。
救
急
車
が
現
場
に
到
着
す
る
の
に

要
す
る
全
国
平
均
時
間
は
六
分
だ
そ
う
で
す
。

そ
の
六
分
間
に
意
識
が
無
い
、
更
に
呼
吸
が

止
ま
っ
て
い
る
人
と
対
峙
し
た
時
、
何
が
出

来
る
か
を
学
び
ま
し
た
。 

 

人
が
倒
れ
て
い
た
ら
（
一
）
周
囲
の
安
全

の
確
認
（
二
）
出
血
の
有
無
（
三
）
意
識
の

確
認
の
た
め
の
声
か
け
（
四
）「
あ
な
た
一
一

九
番
し
て
く
だ
さ
い
」「
あ
な
た
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
お

願
い
し
ま
す
」
と
指
名
（
五
）
呼
吸
確
認
の

た
め
、
頬
で
息
を
感
じ
、
呼
吸
の
音
を
聞
き
、

胸
を
見
て
四
・
五
・
六
～
十
ま
で
数
え
て
観

察
（
六
）
あ
ご
を
持
ち
上
げ
鼻
を
つ
ま
み
口

で
口
を
覆
う
よ
う
に
し
て
息
を
吹
き
込
む
。

こ
れ
を
二
回
繰
り
返
し
胸
骨
（
乳
首
と
乳
首

の
間
）
圧
迫
三
十
回
（
一
分
間
百
回
の
速
度
）

以
上
の
セ
ッ
ト
を
繰
り
返
す
（
七
）
Ａ
Ｅ
Ｄ

が
届
い
た
ら
直
ち
に
使
う 

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
位
の
大
き
さ
で

ふ
た
を
開
け
て
葉
書
大
の
二
枚
の
シ
ー
ル
を

袋
を
破
い
て
取
り
出
し
右
胸
と
左
脇
下
（
絵

の
表
示
あ
り
）
に
し
っ
か
り
貼
り
、
音
声
ガ

イ
ド
に
従
っ
て
電
気
シ
ョ
ッ
ク
の
ボ
タ
ン
を

押
す
。
消
防
隊
員
の
説
明
、
実
演
の
後
、
各

自
本
番
さ
な
が
ら
に
モ
デ
ル
人
形
を
相
手
に

緊
張
し
つ
つ
一
生
懸
命
に
お
さ
ら
い
を
し
ま

し
た
。 

 

今
回
の
講
習
を
受
け
て
壁
に
掛
か
っ
て
い

る
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
と
て
も
身
近
な
も
の
に
な
り
ま

し
た
。 

 
 

（
新
宿 

 

佐
野 

暎
子
） 

 

家
族
交
流
会 

 

八
月
二
十
九
日(

日) 
異
常
な
猛
暑
が
続

い
た
今
年
の
夏
。
夏
バ
テ
を
解
消
し
よ
う
と

浪
子
亭
に
３
０
名
が
集
ま
り
、バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

を
楽
し
み
ま
し
た
。
最
近
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
の

よ
う
な
建
物
が
多
く
な
っ
て
き
た
逗
子
海
岸

は
、
暗
く
な
っ
て
も
人
が
多
く
昔
と
様
変
わ

り
し
て
き
ま
し
た
が
此
処
だ
け
は
昔
の
雰
囲

気
を
残
し
て
い
ま
す
。
下
準
備
、
火
の
そ
ば

で
汗
だ
く
の
焼
き
奉
行
？
の
方
々
に
感
謝
し

て
お
い
し
く
頂
き
ま
し
た
。 

 

体
力
テ
ス
ト
会 

十
月
十
一
日
（
祝
）
今
年
も
体
育
の
日
に

逗
子
ア
リ
ー
ナ
で
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
前
日

ま
で
天
気
が
悪
く
地
域
で
行
わ
れ
る
体
育
祭

が
ず
れ
て
こ
の
日
と
重
な
り
、
体
育
指
導
委

員
の
協
力
が
減
っ
た
所
に
、
今
回
、
う
み
か

ぜ
ク
ラ
ブ
会
員
の
体
力
向
上
効
果
を
見
る
為
、

会
員
に
体
力
測
定
の
参
加
を
呼
び
か
け
た
の

で
、
去
年
の
倍
近
い
六
十
四
名
の
参
加
が
あ

り
大
忙
し
の
テ
ス
ト
会
で
し
た
。 

 

ま
た
、
丁
度
ア
リ
ー
ナ
に
立
ち
寄
ら
れ
た

平
井
市
長
に
も
飛
び
入
り
参
加
で
何
種
目
か

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
貰
う
と
い
う
ち
ょ
っ
と

し
た
サ
プ
ラ
イ
ズ
も
あ
り
ま
し
た
。 

救急隊員の指導のもとで心配蘇生法の実技 

ここは次に焼く食材の搬出整理係りで～す 

 用具係りは、もう、次のパンを取り付ける準備をして・・

と、忙しいです。 
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逗
子
市
民
ま
つ
り 

 

 

十
月
十
七
日
（
日
） 

天
気
予
報
で
は
前
々

か
ら
雨
と
の
事
で
し
た
が
、
当
日
が
雨
無
し

の
よ
い
天
気
に
な
り
、
第
三
十
四
回
逗
子
市

民
ま
つ
り
が
第
一
運
動
公
園
で
に
ぎ
や
か
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

毎
年
の
事
で
す
が
、
市
民
が
早
朝
か
ら
大

勢
会
場
に
訪
れ
大
盛
況
で
し
た
。 

 

例
年
通
り
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
コ
ー

ナ
ー
で
は
フ
ラ
ィ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
・
ペ
タ
ン

ク
・
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
担
当
し
、
参
加
者

に
ル
ー
ル
説
明
や
実
技
指
導
を
し
ま
し
た
。 

ま
た
「
ゴ
ミ
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
活
動
」
に

も
監
視
員
と
し
て
交
代
で
会
場
美
化
に
協
力

し
ま
し
た
。 

（
桜
山 

 

高
山 

啓
市
） 

 

 

感
想
文 

オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ 

 
 
 
 
 
 

十
一
月
二
十
日
（
土
） 

  

体
育
指
導
委
員
に
な
り
五
年
目
と
な
り
ま

す
が
、
毎
年
、
今
年
の
コ
ー
ス
は
ど
こ
か
と

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
第
一
運

動
公
園
を
ス
タ
ー
ト
し
、
山
の
根･

久
木･

逗

子
地
区
を
回
る
コ
ー
ス
で
行
い
ま
し
た
。
山

道
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ポ
イ
ン
ト
を

探
し
な
が
ら
数
キ
ロ
を
歩
く
こ
と
は
、日
頃
、

運
動
不
足
の
方
に
は
結
構
き
つ
か
っ
た
よ
う

で
す
。
ま
た
、
地
図
上
に
お
い
て
、
大
き
な

違
い
が
見
ら
れ
な
い
住
宅
地
の
中
の
ポ
イ
ン

ト
探
し
は
、
多
く
の
参
加
者
が
難
し
か
っ
た

と
感
想
を
述
べ
て
お
り
、
コ
ー
ス
設
計
者
の

鈴
木
さ
ん
の
工
夫
が
奏
功
し
た
よ
う
で
す
。 

さ
て
、
私
は
ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
で
あ
る
久

木
神
社
で
の
監
視
役
を
担
当
し
ま
し
た
。
監

視
役
は
、
ポ
イ
ン
ト
発
見
に
苦
労
し
て
い
る

場
合
に
ヒ
ン
ト
を
与
え
、
最
も
重
要
な
こ
と

は
参
加
者
す
べ
て
が
無
事
ポ
イ
ン
ト
を
通
過

し
た
こ
と
を
確
認
し
、
最
後
に
ポ
イ
ン
ト
の

旗
を
回
収
し
事
務
局
に
返
却
す
る
こ
と
で
す
。 

ま
た
、
本
殿
前
で
何
か
を
祈
願
し
て
い
る

子
ど
も
た
ち
が
い
た
こ
と
が
印
象
的
で
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
願
い
が
叶
い
ま
す
よ
う
に
！ 

 
 
 
 
 
 

（
久
木 

 

松
岡 

俊
一
） 

  

  

第
58
回
市
内
一
周
駅
伝
競
走
大
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
月
九
日
（
日
） 

「
激
戦
制
し
池
子
三
年
ぶ
り
優
勝
奪
還
」 

 

今
年
の
市
内
一
周
駅
伝
は
、
首
位
が
、
久

木
→
沼
間
→
池
子
→
久
木
→
池
子
と
入
れ
替

わ
る
ま
れ
に
見
る
激
戦
で
し
た
。
池
子
は
九

連
覇
の
あ
と
、
二
年
間
二
位
で
し
た
の
で
選

手
・
役
員
と
も
に
喜
び
を
分
か
ち
合
い
ま
し

た
。
今
年
は
特
に
多
く
の
中
学
生
、
七
十
歳

で
二
十
年
連
続
出
場
の
ベ
テ
ラ
ン
、
三
年
ぶ

り
に
ふ
る
さ
と
選
手
で
出
た
社
会
人
等
、
永

年
四
チ
ー
ム
出
場
を
続
け
た
積
み
重
ね
の
結

果
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

私
が
体
育
指
導
委
員
に
な
っ
た
の
は
、
四

十
年
近
く
前
に
、
こ
の
駅
伝
に
選
手
と
し
て

出
場
し
て
い
た
時
に
、
池
子
体
育
会
に
入
会

し
、体
育
指
導
委
員
に
推
薦
さ
れ
た
為
で
す
。

以
来
、池
子
の
駅
伝
に
係
わ
っ
て
い
ま
す
が
、

大
会
当
日
の
本
部
役
員
は
失
礼
し
地
域
の
役

員
で
や
っ
て
き
ま
し
た
。
各
地
域
の
多
く
は

体
育
指
導
委
員
を
中
心
と
し
た
役
員
で
、
選

手
集
め
・
チ
ー
ム
つ
く
り
の
苦
労
を
さ
れ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
各
地
域
の
役

員
の
ご
苦
労
を
代
わ
り
に
述
べ
て
み
ま
す
。 

 

地
域
対
抗
の
駅
伝
チ
ー
ム
の
一
番
の
難
し

さ
は
、
団
体
対
抗
の
単
一
チ
ー
ム
と
は
異
な

り
三
ヵ
月
ほ
ど
前
に
、
い
く
つ
か
の
団
体
、

個
人
に
声
を
か
け
接
触
し
選
手
を
集
め
臨
時

の
チ
ー
ム
を
つ
く
り
、ま
と
め
る
こ
と
で
す
。

特
に
意
識
す
る
の
は
、
中
学
生
で
す
。
や
が

て
チ
ー
ム
の
柱
に
な
り
ま
す
。 

（
池
子 

 

北
島 

惇
夫
） 

 

 

さあ、クリーン作戦に出発！ 

 

池子 Aチーム 地区対抗の部で優勝 

92歳の元気な参加者に市長が激励されてました 

1番出発します！ ２番出発します！ 
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県
体
指
研
修
会 

 
十
一
月
二
十
三
日
（
日
）
相
模
原
市
立
中

央
小
学
校
体
育
館
で
行
わ
れ
、
逗
子
で
は
山

口
と
、
林
委
員
が
参
加
、
総
勢
２
５
０
人
程

度
の
参
加
が
有
り
ま
し
た
。 

 

研
修
テ
ー
マ
は
「
４
コ
ー
ト
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
」
で
、
基
本
ル
ー
ル
の
説
明
を
聞
き
、
全

員
で
ゲ
ー
ム
を
通
じ
て
の
実
習
を
行
い
ま
し

た
。 

 

概
略
の
ル
ー
ル
は
左
記
の
よ
う
な
も
の
で
、 

◎
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
ボ
ー
ル
を
２
個

同
時
に
使
う
。サ
ー
ブ
権
に
関
係
な
く
ラ
リ
ー

ポ
イ
ン
ト
制
で
、
ミ
ス
し
た
チ
ー
ム
に
１
点

加
算
さ
れ
る
。 

◎
サ
ー
ブ
は
ミ
ス
し
た
チ
ー
ム
が
ア
ン
ダ
ー

ハ
ン
ド
で
行
い
、
対
角
コ
ー
ト
の
サ
ー
ビ
ス

エ
リ
ア
内
に
打
つ
。
そ
の
後
は
３
コ
ー
ト
の

ど
の
チ
ー
ム
に
打
ち
返
し
て
も
か
ま
わ
な
い
。

（
３
回
以
内
に
返
す
） 

◎
１
ゲ
ー
ム
は
あ
る
チ
ー
ム
が
１
５
点
に
達

し
た
時
点
で
最
も
得
点
の
少
な
い
チ
ー
ム
か

ら
順
に
５
、
３
、
２
、
１
ポ
イ
ン
ト
を
取
得

す
る
。 

◎
３
ゲ
ー
ム
マ
ッ
チ
で
行
い
、
取
得
ポ
イ
ン

ト
を
合
算
し
、
高
い
順
に
順
位
を
決
め
る
。 

◎
参
加
対
象
者
の
年
齢
や
レ
ベ
ル
に
応
じ
て

み
ん
な
が
楽
し
め
る
よ
う
な
ル
ー
ル
変
更
は

大
い
に
認
め
る
。 

 

感
想
と
し
て
、
専
門
的
に
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

を
や
っ
て
な
く
て
も
楽
し
め
る
ケ
ー
ム
で
す

が
、
ポ
ー
ル
や
ネ
ッ
ト
が
１
セ
ッ
ト
２
０
万

円
位
か
か
る
。
ま
た
、
既
存
の
備
品
で
代
用

す
る
こ
と
が
出
来
な
い
為
、
普
及
に
は
課
題

が
多
い
こ
と
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 

（
池
子 

 

山
口 

勝
） 

 

横
三
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会 

 

二
月
二
十
日(

日)

、
三
浦
市
総
合
体
育
館

(

潮
風
ア
リ
ー
ナ)

に
お
い
て
横
須
賀･

三
浦
ブ

ロ
ッ
ク
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

始
め
に
健
康
で
元
気
な
生
活
を
送
る
た
め

「
一
日
三
十
分
、
週
三
回
、
三
ヵ
月
間
の
運

動
」
を
普
及
さ
せ
る
為
の
「
３
０
３
３
運
動

普
及
員
養
成
講
習
会
」
が
行
わ
れ
、
引
き
続

い
て
の
ス
ポ
ー
ツ
研
修
会
は
、
「
バ
ウ
ン
ス

ボ
ー
ル
」
で
し
た
。
こ
れ
は
昨
年
度
逗
子
市

で
開
催
し
た
本
研
修
会
で
好
評
だ
っ
た
こ
と

か
ら
、今
年
度
担
当
の
三
浦
市
も
採
用
さ
れ
、

市
町
対
抗
の
試
合
を
行
い
ま
し
た
。 

 

逗
子
チ
ー

ム
は
前
の
週

に

逗

子

ア

リ
ー
ナ
で
練

習
を
し
た
成

果
？
が
出
た

の
か
、
男
子

準
優
勝
、
女

子
優
勝
と
好

成
績
を
収
め

ま
し
た
。
賞

品
は
キ
ャ
ベ

ツ
と
大
根
で

し
た
。 

   

広報委員会 

石渡眞澄・笠原恵子・高山啓市・峯尾尚子 

酒井 博・平 芳子・東 弘之 

発行／逗子市体育指導委員協議会 

事務所／逗子アリーナ内 Tel 046-870-1296 

発行責任者／酒井 博 

 

 

 編 集 後 記 

 

 今年度の体指広報委員会は、逗子市体育協会 

６０周年記念誌の編集と時期が重なっていたため、

活動回数が少なかったのですが、皆様の投稿のお

かげで充実した内容の第７号を発行することができ

ました。 

これからもチームワークで広報作りに取り組んで

いきます。皆様の投稿などご協力をお願いします。 

平成 22～23 年度体育指導委員の紹介  
記号＝ ◎：会長、◇：副会長、下線：常任、  敬称略・順不同 

逗子 
◇平 芳子 岩下 晃 吉﨑潔子 津久井加代子 

江畠 博 斉藤良子    

桜山 

黒川正孝 石川康俊 細川 進 愛 敬子 

高山啓市 蒲谷 昇 蒲谷秀子 澤 美咲子 

武藤新二     

沼問 
平井規之 二瓶 武 深澤清純 矢ヶ崎文子 

須田節子 鈴木繁昭 稲葉和子 中出和代 

池子 

相川時雄 北島惇夫 山口 勝 石黒孝治 

笠原恵子 林 和子 福本藤彦 中村正喜 

小南博明      

山の根 
◎酒井 博 山上和子 峯尾尚子 山下美津江 

髙橋進吾 小野重長   

久木 

安藤知侑 橋本友子 歌田州吉 鈴木美恵子 

座間裕子 石渡眞澄 永野豊文 松岡俊一 

上坪靖子     

小坪 
◇東 弘之 佐藤干香 飯田博茂 小野干惠子 

最首 祥互 高木 彰 土屋敏臣 高野三津男 

新宿 
松井弘喜 木下義基 高橋達二 佐野暎子 

山崎正典       

 

（財）逗子市体育協

会が創立６０周年を

記念して作ったシン

ボルマークです。 

賞品の大きな大根！ いいお土産ができました 

※ マークの説明 ： ZUSHIの頭文字「Ｚ」を基本に、スポーツを通して豊かで生きがいのある社会づくりに貢献するイメージを表現。 

  ブルーは逗子に海と人、緑の葉で豊な自然と人を合わせて、スポーツを楽しむ人々のコミュニケーションを表しました。 


